
令和５年度教育事業 

北海道ｱｳﾄﾄﾞｱﾌｫｰﾗﾑ 2023 
 

趣旨 国立日高青少年自然の家が青少年教育のナショナルセンターとしての役割を果た 

すべく、豊富な自然環境を有する北海道において、道内で活動しているアウトドアの担い 

手が、未来を担う青少年の育成にいかに貢献できるのか以下３つの観点から考えていく。 

①「アウトドアの強みを共有し、さらに磨きをかけ、強靭な業界の基盤をつくること」 

②「アウトドアが社会にさらなる貢献をしていくきっかけの場とすること」 

③「アウトドアが未来を担う青少年の育成について寄与していくこと」 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

 
 
 
 
 
 
 
◆特別講演   岡田 武史 氏 （株式会社今治．夢スポーツ 代表取締役会長） 

           講演テーマ「新しい時代を生き抜く力」 

◆特別ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 講師：満島 てる子 氏（7丁目のパウダールーム 店長） 

         ①「僕って、誰なんだろう」-学齢期の LGBTQについて‐ 

         ②え？「アウトドア×観光×LGBTQ」？‐北海道の可能性を考える‐ 

◆選択ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 25タイトル （75分:20タイトル、150分:5タイトル） 

◆展示ブース  13団体  ◆ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  15タイトル ◆朝活 12タイトル 

参加者の声 

・自分の知らない分野の話をたくさん聴くことができ、とても有意義な時間を過ごすことができた。 

・HOF is a great place for learning and meeting Hokkaido's outdoor community. 

・自分の考えを深め、新しい発想に出会うきっかけとなった。 

・特別講演は、業種は異なれど「大きなビジョンを描いて実現する」「ホラを吹く」ことの大切さをユーモアを交え

て話していただき、面白かった。 

【成果】フォーラムのつながりがきっかけとなり仕事に繋がった事例が生まれ始め、フォーラムが「北海道アウト

ドア」の発展に貢献する一手立てとなっていることが伺えた。 

【課題】HOFの事を知らない方や外国人に向けた広報・案内についてブラッシュアップしていく必要がある。 

国立日高青少年自然の家 

テーマ：今、シンカするアウトドア 

期 日：令和５年 10月 20日（金）～10月 22日（日） 

主 催：国立日高青少年自然の家 

協 賛：株式会社セコマ、株式会社泰成建設、合同会社 SOTOIKU、日軽北海道株式会社 

協 賛：日高ハイヤー有限会社、北海道グレートアドベンチャー、株式会社ケイテック 

協 賛：鈴蘭ビルサービス株式会社、日高エネルギー株式会社、北海道コカ･コーラボトリング株式会社 

協 賛：有限会社北海道アウトドアアドベンチャーズ、ウッキーズ、折原自工株式会社、 

協 賛：株式会社金澤鐵工商事、河上電機株式会社、合同会社うさっぷカンパニー、そば処夏川、日本橋 

協 賛：ひだかくるみちゃんハウス、理興産業株式会社、和風レストランふじかみ 

寄 附：株式会社オーク 

後 援：北海道、北海道教育委員会、国土交通省北海道運輸局、日高町、日高町教育委員会 

    北海道新聞社、日本野外教育学会、北海道アドベンチャートラベル協議会 

    北海道キャンプ協会、北海道青少年教育施設協議会、北海道体験観光推進協議会 

参加者：北海道内で活動しているアウトドア関係者  102名 

（アウトドア事業者、自然体験活動団体職員、野外教育研究者、行政職員、大学生 等） 
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